啓林館　生物（生物703）　観点一覧
(１)　内容の難易度

・豊富な内容が簡潔に分かりやすく記載されており，学習意欲が高まる教科書に編集されている。理系大学入試を明確に意識し，「探究」「資料学習」があり，実験結果やデータから考える機会をもうけることができ，科学的に考える力がつく工夫がある。

・近年の大学入試で問われた内容が意欲的に掲載されている。古典的なものから先端の研究内容まで頻出の事項を掲載し，詳細な内容を記述している。入試で近年しばしば出題される学際的な問題も扱われ，内容にも慣れ親しむことができる。多くの生徒が大学に進学する本校生徒の学習の実態と合致している。

(２)　内容の取扱い

・学習内容が増加・難化していることを踏まえ，身近な生活に関わる生物の最新の研究が掲載され，人類の課題も紹介されており，生物学の有用性を知る機会となり，学ぶ意義をもちやすい。興味付けを図るとともにキャリア・ガイダンスともなるように配慮されている。
・文章で詳細を解説するだけでは非常に理解しにくい難解な内容については，詳細な図や写真で理解が進むようにしている。このため，図を見るだけでも理解が促進される。例えば，花の器官分化のABCモデルについて，写真と図解で掲載し，視覚的に理解できるように工夫されている。見開きには必ず理解を助ける図や写真を配置されている。
・教科書全体を通して，探究の流れを学習できるように，「序章」では「探究活動の進め方」が紹介されており，探究の進め方の基本事項を学べる。
・各項目には「課題」が設定されており，生徒自ら課題を設定し解決しようとするように誘導されている。項目のおわりには「まとめ」が掲載されており，「課題」と対応している。
・適宜「探究」の項目が設定されている。「探究」では，観察・実験や，観察実験のデータなどが，探究の流れにそって掲載され，科学的な考えを深める学習ができるようになっている。
・上記の「探究」とは別に，「資料学習」も設定されており，観察・実験を疑似的に学習することができる。効率的に，観察・実験を通して，科学的な見方・考え方を学べる。
・前見返しではモデル生物が掲載され，生物学の学習に入る前に，あるいは随時，適宜話題に取り上げやすい工夫がなされている。
・後見返しでは持続可能な社会に目を向ける工夫がなされており，生物学を学んだ生徒が社会問題に目を向け，将来の選択をするにあたり多くの事柄に興味をもてるように配慮されている。
(３) 単元の構成・配列及び分量

・本文は５部構成，１４章立てで，章の中に節・小項目が適切に配置される構成となっている。分量も必要十分であるため，学習の流れを円滑にし，授業進行に合わせやすい構成といえる。
・見開きで完結される構成になっており，学びやすい。
・章のはじめには「考えをうながす疑問」が掲載され，その章を考えながら，学習を進めていくことができる。
・参考・発展が各所に配されて，生徒の興味を喚起するよう配慮されている。

・部末の一問一答では，その部で学習した内容を一問一答形式で確認することができる。
(４)　その他　
・本文の記述は平易で丁寧であり，理解しやすいように配慮されている。

・図が全面的に改良され，生徒の理解を助け，学習効果を高めるような配慮がされている。

・詳細な図や写真とともに，適切なキャプションが添えられ，視覚的説明と文章的説明の連携によって，理解と記憶を促すような工夫がなされている。
・生徒が迷うと予測できる点は「アドバイス」，見逃しやすい重要な点は「ワンポイント」，生徒が間違って考えてしまいやすいポイントは「なるほど」，興味を持てる雑学的知識は「ＴＯＰＩＣ」として，それぞれ適切な箇所にわかりやすいデザインで配置されている。
・随所に考えよう，考えよう探究問題，社会問題などが掲載され，考えさせる工夫がされている。
・紙面からＱＲコードでアクセスできる動画コンテンツ，アニメーションコンテンツ，一問一答などが約120点用意され，生徒の自学自習・復習などにも使用でき，学習効果が期待される。

・読みやすいユニバーサルフォントが使われている。
